
   藤岡市地域コミュニティ活性化事業補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、市民の自主的な地域づくりの気運を醸成するとともに、個

性豊かな魅力ある地域コミュニティづくり事業若しくは市内の伝統文化を保存

継承する事業又は行政区が行う地域の生活環境の改善事業を支援するため、予

算の範囲内で補助金を交付することについて、藤岡市補助金等に関する規則

（昭和４２年規則第２号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとす

る。 

（補助対象事業） 

第２条 補助金の交付の対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）は、

次の各号のいずれかに該当するものとする。 

(1) 地域コミュニティの活性化が見込まれる事業 

(2) 地域の貴重な郷土芸能等を保存継承し、後継者を育成する事業 

(3) その他地域振興又は伝統文化の保存継承に必要と思われる事業 

(4) 地域の生活環境の改善が見込まれる事業 

２ 市若しくは市が助成している団体から補助を受けている事業又は政治、宗教

若しくは営利を目的とした事業は、補助対象外とする。 

（補助対象団体） 

第３条 この要綱により補助を受けることができる団体は、藤岡市行政区設置条

例(昭和29年条例第12号)別表に定める行政区又は自治会その他の自主的に組織

された市内の市民団体であって、次の各号のいずれにも該当するものとする。

ただし、前条第1項第4号に掲げる補助対象事業については、同表に定める行

政区のみを対象とする。 

(1) 団体の構成員の２分の１以上が市内在住者であること。 

(2) 規約又は会則を有すること。 

(3) 代表者が２０歳以上であり、市内在住者であること。 

(4) 事業を完遂できる見込みがあること。 

(5) 会計経理が明確であること。 

（補助対象経費） 

第４条 補助金の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、補助対

象事業に要する経費とする。ただし、団体の恒常的な運営費等は、補助対象外

とする。 

（補助金の額） 

第５条 補助金の額は、補助対象経費の２分の１以内の額（当該金額に１，００



０円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てる。）とし、１団体に

つき４０万円を限度とする。ただし、国若しくは県又は各種団体からの補助金

収入等がある場合には、補助対象経費からその金額を差し引いて算出するもの

とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、第2条第1項第4号の規定による補助対象事業に係る

補助金の額は、補助対象経費の全額(当該金額に1,000円未満の端数があるとき

は、その端数金額を切り捨てる。)とし、1行政区につき5万円を限度とする。 

 

（補助対象期間） 

第６条 補助対象事業の実施期間は、第９条の規定により補助金の交付決定を受

けた当該年度内とする。 

（補助金の交付申請） 

第７条 補助金の交付を受けようとする団体は、地域コミュニティ活性化事業補

助金交付申請書（様式第１号）に、次に掲げる書類のうち各事業に必要なもの

を添えて、市長に提出しなければならない。 

(1) 事業計画書 

(2) 収支予算書 

(3) 暴力団排除に関する誓約書（様式第２号） 

(4) 団体の規約又は会則及び構成員名簿 

(5) 活動区域の位置図 

(6) 土地所有者の同意書 

(7) その他添付書類（見積書、通帳の写し等） 

 （審査会） 

第８条 市長は、事業の内容審査等を行うため、審査会を置く。 

２ 審査会の運営等については、別に定める。 

（補助金の交付決定） 

第９条 市長は、第７条の規定による申請を受けた場合は、審査会による当該申

請書の審査及び必要に応じて行う現地調査等により、補助金の交付を適当と認

めるときは、これを決定し、地域コミュニティ活性化事業補助金交付決定通知

書（様式第３号）によりその旨を当該団体に通知するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により補助金の交付決定を受けた団体（以下「補助事業

者」という。）に係る補助金の交付について、必要な条件を付すことができる。 

（変更又は中止） 

第１０条 補助事業者は、補助対象事業の内容を変更し、又は中止しようとする

ときは、地域コミュニティ活性化事業補助金交付決定変更・中止申請書（様式



第４号）に必要書類を添えて、市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申請に基づき交付決定を変更するときは、地域コ

ミュニティ活性化事業補助金交付決定変更通知書（様式第５号）により当該補

助事業者に通知するものとする。 

（概算払） 

第１１条 市長は、補助金の交付について必要があると認めた場合は、交付決定

額の３分の２以内の額（当該金額に１，０００円未満の端数があるときは、そ

の端数金額を切り捨てる。）を概算払とすることができる。 

２ 補助事業者は、補助金の概算払を受けようとするときは、地域コミュニティ

活性化事業補助金概算払請求書（様式第６号）を市長に提出しなければならな

い。 

（実施状況報告） 

第１２条 補助事業者は、市長が必要と認めたときは、補助対象事業の実施状況

に関し、地域コミュニティ活性化事業実施状況報告書（様式第７号）を市長に

提出しなければならない。 

（実績報告） 

第１３条 補助事業者は、補助対象事業が完了したときは、完了した日から起算

して１箇月以内又は当該年度の３月末日のいずれか早い日までに、第2条第1項

第1号から第3号までの規定による補助対象事業については地域コミュニティ活

性化事業実績報告書（様式第８号）を、同項第4号の規定による補助対象事業

については地域コミュニティ活性化事業活動実施報告書(様式第8号の2)を市長

に提出しなければならない。 

（補助金の額の確定） 

第１４条 市長は、前条の規定による報告を受けた場合、その報告に係る補助対

象事業の実施結果が補助金の交付決定の内容及びこれに付した条件に適合する

と認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、地域コミュニティ活性化事

業補助金確定通知書（様式第９号）により、速やかに補助事業者に通知するも

のとする。 

（補助金の請求） 

第１５条 補助事業者（第１１条の規定により補助金の概算払を受けた補助事業

者を除く。）は、前条の規定による通知を受けたときは、地域コミュニティ活

性化事業補助金交付請求書（様式第１０号）により、速やかに市長に補助金の

交付を請求するものとする。 

２ 第１１条の規定により補助金の概算払を受けた補助事業者は、前条の規定に

よる通知を受けたときは、地域コミュニティ活性化事業補助金概算払精算書



（様式第１１号）により、速やかに補助金の精算をしなければならない。 

（補助金の返還） 

第１６条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、補助金の交付決定の

全部又は一部を取り消し、又は既に交付した補助金の全部又は一部の返還を命

じるものとする。 

(1) 補助金を目的外に使用したとき。 

(2) この要綱に違反したとき。 

(3) 交付すべき補助金の額を確定した場合において、既にその額を超える補助

金が交付されているとき。 

２ 市長は、前項の規定により補助金の交付を取り消し、又は交付した補助金の

返還を命ずるときは、地域コミュニティ活性化事業補助金返還命令書（様式第

１２号）により、当該補助事業者に通知するものとする。 

（財産の管理） 

第１７条 補助事業者は、補助対象事業により取得した財産について、善良な管

理者の注意をもって管理するとともに、補助金の交付の目的に反して使用、譲

渡、交換、貸付け又は担保に供してはならない。 

（帳簿等の整備） 

第１８条 補助事業者は、補助対象事業の経理について補助金の使途に関する帳

簿を備え、当該経理に関する証拠書類を整理し、かつ、当該帳簿及び証拠書類

を当該事業の完了の日の属する年度の翌年度から起算して５年間保管しなけれ

ばならない。 

（補則） 

第１９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この告示は、令和２年４月１日から施行する。 

 （藤岡市魅力ある地域づくり活動費補助金交付要綱等の廃止） 

２ 藤岡市魅力ある地域づくり活動費補助金交付要綱（平成１１年告示第８号）

及び藤岡市伝統文化保存継承事業補助金交付要綱（平成１４年告示第１６号）

は、廃止する。 

 （経過措置） 

３ 前項の規定にかかわらず、当該要綱の規定に係る会計処理、財産管理及び帳

簿等の整備については、なお従前の例による。 


